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111号墳　墳頂部（南から）

同上（北から）
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同上　木棺設置部（東から）

111号墳　第1主体部　検出状況（北東から）
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111号墳　第1主体部　長軸断面（北から）

同上　北西部半裁掘状況（北から）
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111号墳　第1主体部　桂甲出土状況（南東から）

同上（上が南）
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111号墳　第1主体部
玉類出土状況（北東から）

同上（北から）

同上
土器出土状況（西から）



111号墳　第2主体部（南から）

同上　第3主体部（南から）
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111号墳
第2主体部短軸断面
及び第3主体部長軸断面
（東から）

同上
盗掘坑入口部
検出状況（南から）

同上
盗掘坑入口部断面
（南東から）
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所 収 遺 跡 名 種　　 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西都原173号墳 古　墳
縄　文 墳　丘

石鉄・土製勾玉
縄文土器 平面形が西都原100号墳

弥　生 葺　石 弥生土器 と相似形をなす墳丘を
古　墳 周　溝 土師器 （壷形土器・鷺形

土器・高坪）
有する。

西 都 原　 4　号

地下式横穴 墓
古　墳 古　墳

竪　坑
玄　室
閉塞石

1956年調査出土
鉄製品 （短甲、直刀、鉄）
彷製珠文鏡、玉類
金属小片、歩揺付金属片

111号境の第1埋葬主体で
あることが確実となった。

西都原111号墳 古　墳 古　墳

墳　丘
茸　石

弥生土器
土師器、須恵器、玉類 墳頂部において、切り

周　溝 鉄製品 （桂甲、鉄など） 合う3基の墓填。

墓　墳 金銅製品の細片 桂甲1領が出土。
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